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１．2025年６月期第３四半期の連結業績（2024年７月１日～2025年３月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年６月期第３四半期 66,219 89.2 1,369 43.1 1,446 40.8 1,143 72.3

2024年６月期第３四半期 34,992 12.1 956 △34.8 1,027 △33.4 663 △33.9
(注) 包括利益 2025年６月期第３四半期 1,219百万円( 83.8％) 2024年６月期第３四半期 663百万円( △33.9％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年６月期第３四半期 125.48 125.23

2024年６月期第３四半期 68.16 67.72

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年６月期第３四半期 38,239 11,908 27.6

2024年６月期 32,151 11,073 30.5
(参考) 自己資本 2025年６月期第３四半期 10,541百万円 2024年６月期 9,799百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年６月期 － 16.00 － 27.51 43.51
2025年６月期 － 17.00 －
2025年６月期(予想) 28.06 45.06

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年６月期の連結業績予想（2024年７月１日～2025年６月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 88,342 85.0 2,528 68.8 2,488 59.3 1,438 28.3 158.12
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 ２社（社名）
チェッカーモータース株式会社

ウイルプラスオリオン株式会社
除外 １社（社名） チェッカーモータース株式会社

（注）詳細は、添付資料P.９「２. 四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（連結範囲の重要な変更に関する注記）」をご覧ください。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料P.９「２. 四半期連結財務諸表及び主な注記 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年６月期３Ｑ 10,402,220株 2024年６月期 10,364,060株

② 期末自己株式数 2025年６月期３Ｑ 1,272,072株 2024年６月期 1,272,608株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年６月期３Ｑ 9,111,952株 2024年６月期３Ｑ 9,738,044株

※期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には株式給付信託（BBT）及び株式給付ESOP信託
の信託財産が所有している当社株式を控除対象の自己株式に含めて算定しております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

文中の将来に関する事項は、当第３四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間（2024年7月1日～2025年３月31日）における我が国経済は、インバウンド需要や雇用・

所得環境の改善がみられるなど穏やかな回復を見せたものの、国内の物価や人件費上昇、長期化する中東地域での紛

争やロシア・ウクライナ情勢などの地政学リスク、アメリカの政策動向など、景気の先行き不透明な状況で推移しま

した。

自動車業界におきましては、半導体不足や物流の混乱による新車供給が改善され、当第３四半期連結累計期間にお

ける国内の新車（乗用車）登録台数は2,028,158台（前年同期比4.2％増加）(注1）となりました。

外国メーカーの新車（乗用車）の登録台数は174,897台（前年同期比5.2%減少)(注2）、日本国内における輸入車販

売シェアも8.6％（前年同期9.5％）(注2）といずれも前年同期を下回り、輸入車販売の事業環境は未だ厳しい状況が

続いております。

（注1）出典：日本自動車販売協会連合会HP 統計データ

（注2）出典：日本自動車輸入組合HP 統計情報輸入車登録台数

このような経営環境の下、当社グループでは、M＆Aによる取扱いブランドの拡充、シェアの拡大、さらには新規事

業の獲得を図ってまいりましたが、当第３四半期連結累計期間におきましては、中古車輸出関連事業への進出、新た

にプジョー・シトロエン・DSの３ブランドの取扱を開始、また、ボルボブランドの２店舗を展開するオリオン自動車

販売株式会社（2024年12月３日付でウイルプラスオリオン株式会社に商号変更）の全株式を取得し、九州エリアにお

けるボルボブランドのシェア拡大を図りました。

当第３四半期連結累計期間の売上高は、上記のM＆Aによる中古車輸出関連事業、新規取扱いブランドのプジョー・

シトロエン・DS、ボルボブランドの店舗数増加等が売上高に寄与し、連結売上高は66,219百万円（前年同期比89.2％

増加）となりました。

販売費及び一般管理費につきましては、第１四半期連結会計期間に発生した特別調査関連費用等の一過性の費用に

加え、業容の拡大に伴う人件費、販売費、店舗運営費用や店舗設備関連費用の増加により前年同期比35.9％増加の

7,754百万円となったものの、売上高増加に伴う売上総利益9,123百万円（前年同期比36.9％増加）がこれらを吸収し、

営業利益は前年同期比43.1％増加の1,369百万円となりました。

これらの結果、経常利益は1,446百万円（前年同期比40.8％増加）、株式取得による負ののれん発生益308百万円の

計上により、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,143百万円（前年同期比72.3％増加）となりました。

当社グループの報告セグメントは従来「輸入車販売関連事業」の単一セグメントとしておりましたが、2024年５月

に株式会社ENGの株式を取得し連結の範囲に含め、第１四半期連結会計期間より、同社の損益計算書を連結したことに

伴い「中古車輸出関連事業」を報告セグメントとするとともに、従来の「輸入車販売関連事業」の名称を「輸入車デ

ィーラー事業」に変更いたしました。

セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

（輸入車ディーラー事業）

輸入車ディーラー事業におきましては、マルチブランド戦略及びM＆A戦略の成果が得られる結果となりました。

新車販売につきましては、店舗数の増加に加え、ニューモデルや人気車種の需要が強いブランドを中心に販売が堅

調に進み、前年同期に集中的に納車が進んだブランドやニューモデル効果が薄れたブランドにおける減少をカバーし、

新車販売台数は前年同期比12.9％増加、新車売上高は前年同期比10.2％増加の18,878百万円となりました。

中古車販売は、新車販売が減少したブランドを中心に中古車販売に注力し、前年同期比7.8％増加の10,632百万円と

なりました。車輌売上高合計では前年同期比11.3％増加の33,275百万円となりました。

車輌整備や損害保険代理店事業については、M＆A戦略の成果による店舗数の増加及び継続してお取引頂くお客様の
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増加等により堅調に推移し、車輌整備は6,055百万円(前年同期比30.2％増加）、保険手数料収入は327百万円（前年同

期比24.2％増加）と、いずれも前年同期を上回り、セグメント利益は1,860百万円となりました。

（中古車輸出関連事業）

主な輸出先国であるマレーシアの国内経済は成長率のわずかな鈍化がみられるものの、世界情勢が不安定な中でも

堅調な投資、家計支出の下支えにより順調に推移しており、輸入車への需要は引き続き強いものとなっております。

昨年、上半期早期に同国の輸入車の台数規制に達したため、現地輸入業者の輸入抑制により輸出台数は低調に推移

しておりました。繁忙期となる１月に入り順調な滑り出しを見せたものの、2025年２月頃より当社が中心的に輸出し

ている車種の中古車市場への供給量が急増したことに加え、これまで継続して円安基調であったマレーシア通貨が円

高基調に推移し、現地輸入業者からの需要が弱いものとなったため、海外売上高は想定を下回り、10,427百万円とな

りました。

業販につきましては、販売台数は堅調に推移し、業販売上高は15,709百万円となりました。

利益面では、繁忙期に備え海外輸出用の車種を中心に商品仕入れを強化していたため、原価率が上昇し、利益率は

低下いたしました。

一方で、株式会社ENGの連結子会社化に伴い、管理部門の機能の当社への移管や、拠点・事務所の整理や統合を実施

し、効率化を図った結果、販管費率は低下し、セグメント利益は295百万円となりました。

当社グループの中長期計画の重点取組みである「店舗の再生エネルギー導入」を継続して推進してまいりました。

当第３四半期連結会計期間末時点では当社グループの43店舗中、再生エネルギー導入店舗は22店舗となっておりま

す。

また、低炭素車販売の推進、社用車の低炭素車の比率を高める取組みも継続し、当第３四半期連結累計期間の新車

販売に占める低炭素車の割合は14.2％、当第３四半期連結会計期間末時点におけるグループ全体の社用車のうち低炭

素車の占める割合は23.2％となりました。

なお、当第３四半期連結累計期間に新たに21台のEV充電器を設置し、当第３四半期連結会計期間末時点のEV充電器

設置台数は急速充電器31台を含む97台となりました。

セグメント別の商品品目別の販売実績は以下のとおりとなります。

商品の名称
グループ全体

販売高
（百万円）

前年比
（％）

セグメント別

輸入車ディーラー
事業販売高
（百万円）

前年比
（％）

中古車輸出
関連事業販売高
（百万円）

新車 18,878 110.2 18,878 110.2 －

中古車（国内） 10,847 109.9 10,632 107.8 214

（海外） 10,427 － － － 10,427

中古車合計 21,275 215.6 10,632 107.8 10,642

業販 19,473 669.0 3,763 129.3 15,709

車輌販売高合計 59,627 199.4 33,275 111.3 26,351

車輌整備 6,055 130.2 6,055 130.2 －

その他 536 124.2 520 120.4 16

合計 66,219 189.2 39,851 113.9 26,368

（２）財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況は、以下のとおりであります。

(資産)

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ、6,088百万円増加し、38,239百万

円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ、4,740百万円増加し、27,660百万円となりました。これはM&A等による

事業拡大から、商品が2,983百万円増加、売掛金が1,251百万円増加したこと等によるものであります。
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固定資産は前連結会計年度末に比べ1,347百万円増加し、10,578百万円となりました。これはM&Aに伴う車両運

搬具の増加等により有形固定資産が1,187百万円増加したことに加え、敷金の増加等により、投資その他の資産

が192百万円増加したこと等によるものであります。

(負債)

流動負債は、前連結会計年度末に比べ5,787百万円増加し、19,755百万円となりました。これは、短期借入金

が4,699百万円増加、商品仕入れの増加により買掛金が763百万円増加したこと等によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ534百万円減少し、6,574百万円となりました。これは、長期借入金が返

済により、584百万円減少したこと等によるものであります。

(純資産)

純資産は、新株予約権の行使により資本金及び資本剰余金がそれぞれ７百万円増加、また配当金支払が416百

万円あったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益が1,143百万円あったことにより利益剰余金が726百万円

増加いたしました。

また、新株予約権が17百万円増加いたしました。これらの結果、前連結会計年度末に比べ、834百万円増加し、

11,908百万円となりました。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,508,517 7,753,590

売掛金 2,109,734 3,361,230

商品 10,079,294 13,063,196

仕掛品 311,338 419,638

原材料及び貯蔵品 389,146 373,822

その他 2,538,799 2,706,146

貸倒引当金 △16,800 △16,800

流動資産合計 22,920,030 27,660,824

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,645,385 4,512,654

機械装置及び運搬具（純額） 2,378,407 3,298,519

その他（純額） 973,698 1,373,894

有形固定資産合計 7,997,491 9,185,068

無形固定資産

のれん 24,360 11,463

その他 288,222 268,215

無形固定資産合計 312,582 279,678

投資その他の資産 921,211 1,113,802

固定資産合計 9,231,286 10,578,549

資産合計 32,151,316 38,239,373
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 3,534,588 4,298,078

短期借入金 5,150,480 9,850,000

1年内返済予定の長期借入金 1,610,086 1,994,708

未払法人税等 332,761 292,126

前受金 1,565,924 2,070,402

賞与引当金 60,917 187,972

その他 1,713,705 1,062,568

流動負債合計 13,968,462 19,755,855

固定負債

長期借入金 6,415,415 5,831,382

株式給付引当金 34,780 31,887

役員株式給付引当金 72,947 72,947

資産除去債務 514,167 558,112

その他 71,876 80,580

固定負債合計 7,109,187 6,574,910

負債合計 21,077,650 26,330,765

純資産の部

株主資本

資本金 388,885 396,040

資本剰余金 1,322,423 1,329,578

利益剰余金 9,140,410 9,867,100

自己株式 △1,051,965 △1,051,342

株主資本合計 9,799,753 10,541,377

新株予約権 23,171 40,214

非支配株主持分 1,250,740 1,327,016

純資産合計 11,073,666 11,908,608

負債純資産合計 32,151,316 38,239,373
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年７月１日
至 2024年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年７月１日
至 2025年３月31日)

売上高 34,992,165 66,219,851

売上原価 28,327,541 57,095,889

売上総利益 6,664,624 9,123,961

販売費及び一般管理費 5,707,662 7,754,506

営業利益 956,962 1,369,454

営業外収益

受取利息 700 4,209

受取保険金 23,345 22,547

受取支援金収入 － 22,530

受取報奨金 4,843 4,862

助成金収入 － 83,833

保険解約返戻金 52,180 －

その他 4,869 25,332

営業外収益合計 85,940 163,316

営業外費用

支払利息 12,375 76,363

その他 3,270 10,095

営業外費用合計 15,645 86,458

経常利益 1,027,257 1,446,312

特別利益

固定資産売却益 562 4

負ののれん発生益 8,838 308,260

特別利益合計 9,401 308,265

特別損失

固定資産除却損 9,203 10,838

特別損失合計 9,203 10,838

税金等調整前四半期純利益 1,027,454 1,743,739

法人税等 363,757 524,069

四半期純利益 663,697 1,219,669

非支配株主に帰属する四半期純利益 － 76,276

親会社株主に帰属する四半期純利益 663,697 1,143,393
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年７月１日
至 2024年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年７月１日
至 2025年３月31日)

四半期純利益 663,697 1,219,669

その他の包括利益

四半期包括利益 663,697 1,219,669

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 663,697 1,143,393

非支配株主に係る四半期包括利益 － 76,276
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

2024年７月１日付で、Stellantisジャパン販売株式会社の全株式を取得し同日付でチェッカーモータース株式会

社に商号変更し、連結子会社化したことに伴い、同社を連結の範囲に含めております。

なお、同社は2024年９月30日付で、連結子会社であるウイルプラスチェッカーモータース株式会社を存続会社と

する吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。

また、2024年12月３日付で、オリオン自動車販売株式会社の全株式を取得し同日付でウイルプラスオリオン株

式会社に商号変更し、連結子会社化したことに伴い、同社を連結の範囲に含めております。なお、みなし取得日

については、2024年12月31日としております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（セグメント情報等の注記）

前第３四半期連結累計期間(自 2023年７月１日 至 2024年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）1.

四半期連結損益
計算書計上額輸入車ディー

ラー事業
中古車輸出
関連事業

合計

売上高

外部顧客への
売上高

34,992,165 － 34,992,165 － 34,992,165

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ － － － －

計 34,992,165 － 34,992,165 － 34,992,165

セグメント利益 1,550,220 － 1,550,220 △593,258 956,962

(注）1. セグメント利益の調整額△593,258千円は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない当社の

費用です。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（重要な負ののれん発生益）

「輸入車ディーラー事業」において、当第３四半期連結累計期間に、株式会社ネクステージからの事業譲受に

より、負ののれん発生益８百万円を計上しております。

なお、当該負ののれんの金額は、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定による取得原価の当初配分額の重要

な見直しが反映された後の金額としております。

また、負ののれん発生益は特別利益のため、報告セグメントに配分しておりません。

当第３四半期連結累計期間(自 2024年７月１日 至 2025年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注）1.

四半期連結損益
計算書計上額輸入車ディー

ラー事業
中古車輸出
関連事業

合計

売上高

外部顧客への
売上高

39,851,452 26,368,398 66,219,851 － 66,219,851

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

3,035 5,028 8,064 △8,064 －

計 39,854,488 26,373,427 66,227,915 △8,064 66,219,851

セグメント利益 1,860,153 295,151 2,155,304 △785,849 1,369,454

(注）1. セグメント利益の調整額△785,849千円は、全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない当社

の費用です。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当社グループの報告セグメントは従来「輸入車販売関連事業」の単一セグメントとしておりましたが、2024年

５月に株式会社ENGの株式を取得し、前連結会計年度から連結の範囲に含め、第１四半期連結会計期間より、同社

の損益計算書を連結したことに伴い「中古車輸出関連事業」を報告セグメントとするとともに、従来の「輸入車

販売関連事業」の名称を「輸入車ディーラー事業」に変更いたしました。

なお、前第3四半期連結累計期間のセグメント情報については変更後の区分により作成したものを記載しており

ます。
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（重要な負ののれん発生益）

「輸入車ディーラー事業」において、第１四半期連結会計期間に、Stellantisジャパン販売株式会社（2024年

７月１日付にて「チェッカーモータース株式会社」に商号変更）及びオリオン自動車販売株式会社（2024年12月

３日付にて「ウイルプラスオリオン株式会社に商号変更」）を連結の範囲に含めたことにより、負ののれん発生

益308百万円を計上しております。

また、当該負ののれん発生益は特別利益のため、報告セグメントに配分しておりません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及び、のれんの償却額は、

次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年７月１日
至 2024年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年７月１日
至 2025年３月31日)

減価償却費 1,155,763千円 1,424,894千円

のれんの償却額 55,169千円 12,896千円

（企業結合等関係）

（企業結合に係る暫定的な会計処理の確定及び比較情報における取得原価の当初分配額の重要な見直し）

2023年12月28日に行われた株式会社ネクステージからの事業譲受について、前連結会計年度において暫定的な

会計処理を行っておりましたが、第２四半期連結会計期間に確定しております。

この暫定的な会計処理の確定に伴い、当第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に含まれる比較情報に

おいて取得原価の当初配分額に重要な見直しが反映されております。その結果、暫定的に算定された負ののれん

発生益の金額16,405千円は、会計処理の確定により7,566千円減少し、8,838千円となりました。負ののれんの発

生益の減少は、建物及び構築物が134,939千円減少、無形固定資産のその他が123,109千円増加、投資その他の資

産が4,263千円増加したことによるものであります。

また、前連結会計年度末は、建物及び構築物が131,844千円減少し、無形固定資産のその他が123,109千円増加、

投資その他の資産が4,263千円増加、株主資本の利益剰余金が4,472千円減少しております。

前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書は、減価償却費が1,547千円減少したため営業利益が1,547

千円増加し、負ののれん発生益が7,566千円減少したことにより、四半期純利益及び親会社株主に帰属する四半期

純利益がそれぞれ6,019千円減少しております。


